
山中　美保｜千代田区立麹町小学校 ［図画工作科　6 年］

2021年度 JICA地球ひろば 国際理解教育/開発教育指導者研修 

国際理解教育/開発教育 学習指導（活動）案 
【実践者】 

 
【実施概要】 

1. 単元名(活動名)：アートで未来へつなげよう （「未来」には、SDGｓへの関心や意識を意味します。） 

2. 実践する教科・領域：図画工作科 
 
 

3. 学習領域 

 １ ２ ３ ４ 

Ａ多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生  

Ｂグローバル社会 相互依存 情報化   

Ｃ地球的課題 人権 環境 平和 開発 

Ｄ未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加  

4. 単元の目標（評価規準を意識して設定）：自らが課題を見つけ、色や形で表し、友だちや身近な人々
に見てもらうことで、作品に表したことを再確認したり、見方や感じ方を深め、SDGｓに対しての意識
を高め、関心をもつ。 

5. 単元の
評価規準 

①知識及び技能 
様々な取り組みを通して SDGs を学んだ中で、形や色で、そ

の感じや表したいものや伝えたいものを理解している。 

②思考力、判断力、表現力等 
形や色などの造形的な表現の中で、自分の思いやだれもに伝
わるメッセージを表すと共に、見方や感じ方を深めている。 

③学びに向かう力 
つくりだす喜びを味わい、主体的に友だちとイメージを共有
する中で、表現することと鑑賞する学習活動に取り組もうと
している。 

6. 単元設定
の理由・
単元の意
義 

（児童 /
生徒観、
教材観、
指導観） 

【単元設定の理由あるいは単元の意義】 

・SDGsの１７の目標の中には含まれていないアートを通して、スペシャリティの外部講師
を迎えお話を聞いたり、作品づくりを体験する中で児童の身近なものであることを意識
させる。図画工作の学習として行うので、お話を聞くだけではなく、何らかの表現活動
を伴うようにする。 

・自ら体験したり、表現したものを校内や美術館に展示したり、制作したオリジナルの目
標ステッカーを配布することで、見に来ていただいた方々へのSDGｓ発信へとつなげる。 

【児童／生徒観】 

・学習に対して意欲的で、力強い作品を好んでつくる傾向がある。 

・SDGｓに関しては、「集会委員会のクイズで聞いたことはある」程度だが、身近な生活や
具体的な話になると実はSDGｓにつながることであったということを再確認している。 

【教材観】 

・図画工作ならではの表現活動（作品制作）を通して、お話を聞くだけではなく、自分なり
の解釈をし新たなものとして人に伝える、見てもらう題材設定委している。 

【指導観】 

・図画工作科から発信するSDGｓ学習を校内展覧会での発表として、全学年でテーマとして
かかげこの学習を通して、SDGｓに対して一人一人の意識を高める。 

・様々なお話や制作体験をする中で、アートを通してSDGｓについて考え、自ら発信する力
へとつなげる。 

授業者氏名 山中 美保 学校名 千代田区立麹町小学校 

教科（科目）・領域 図画工作科 対象学年（人数）  ６年 １組（３０名） 

実践年月日もしくは期間（時数） ２０２１年９月  ～ １１月（１４時間） 
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7. 単元計画（全１４時間）  

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ 「アートで未来へつなげよう」と
いう単元名の「未来」に SDGsの
視点を入れる意味を理解する。 
講師の方から紛争と NPO として
の活動のお話を聞く。平和につい
て考える。  

・ボスニア・ヘルツェゴビナのお話を聞
いたり、質問や感想を伝える。 
・薬莢からできた工芸品や、子供絵画展
の作品鑑賞をする。 
・SDGsのどの目標と関連しているかを考
える。 

イピルイピルの会
子供絵画入賞作品
「平和の願いを世
界へ」from ボスニ
ア・ヘレツェゴビ
ナ展 

２ 
 

ボスニア・ヘルツェゴビナの国の
工芸に関心をもつと共に、戦争時
に使用された薬莢を土産物とし
て装飾し販売していた背景も考
えつつ、校内展覧会で使用する子
供学芸員目印メダルをつくる。 
 

・金属片でメダルを作ることの意義を話
し合ったうえで、身近な金属片（アル
ミ缶）等でメダルを制作する。（校内展
覧会時に子供学芸員の目印として使用
する） 

   
 

ボスニア・ヘルツ
ェゴビナの工芸品 

３ 講師の方々のお話から、SDGs は
地球規模で考えていかなくては
ならないことであり、環境問題や
食事と栄養について考える。 

・アフリカ（ケニア）とアジア（東ティ
モール）の二つの国に青年海外協力隊
としてボランティア活動を行っていた
方々からお話を聞く。 
・SDGs のどの目標と関連しているか考
え、話し合う。 

 

JICA 地球ひろばの
地球案内人の方と
オンライン 

４ 
 

講師の先生より縄文文化が持続
可能な暮らしであったこと。講師
の先生がアートを通して SDGｓ
を取り組んでいる事を知る。 
縄文文化体験をする。 
 

・１万年以上継続した縄文文化の美しさ
や重要性を感じ取る。 
・苧麻から糸を撚る縄文文化体験をす
る。 

あ お も り JOMON 

GYOMO プロジェク

ト「縄文漁網を編

む―食物繊維を素

材とした漁網制作

―」 
東京藝術大学美術

学部美術教育研究

室・染織研究室か

ら講師 
 

５ 撚った糸を１０本つくる。 
漁網を編む。 

・撚った糸を一人１０本つくる。 
・漁網を編む。 

６ 漁網を仕上げる。 
鑑賞をする。 
縄文文化体験のまとめをする。 

・漁網を編む。 
・制作意図や感想を発表する。友だちの
考えや表現のよさを知る。 

・縄文文化や人々の暮らし、手づくりの
漁網について発表する。 

 
７ 漁網をトートバックに印刷をす

る。 
・魚網のひもの形や全体の構成を新聞紙
の上で考える。 
・魚網にインクをローラーで塗り、トー
トバックに写す。 
・縄文時代の漁網が、なぜ持続可能なの
か、SDGsのどの目標と関連しているか
考え、話し合う。 

 

順番に漁網の形を
写す。 

８ これまでの 3 つの活動がいずれ
も SDGsに関連し、それぞれの取
り組みについて考える窓口にな
っていたことを理解する。 
  

・JICA地球ひろばの児童質問の答えの紹
介 
・３つの例以外にも自分が興味や関心を
持った SDGsについて考える。 
・自分はどの目標が大切だと思うか、そ
の理由は何かを話し合う。 

３つの活動につい
て児童が黒板に記
入したもの 
冊子「共につくる
私たちの未来」他
（ JICA 地球ひろ
ば） 
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９ １７の目標の中から自分の関心
の高いものを決め、オリジナルデ
ザインを考える。 
 

・自分が関心が高く選んだ目標のオリジ
ナルデザインを考える。 

 

タブレットパソコ
ン使用 
Windows のアクセ
サリーの「ペイン
ト」とタッチペン
の使用。 

１０ 目標のオリジナルデザインをタ
ブレットパソコンを使いタッチ
ペンで描く。 

・内容が分かるように形や色のバランス
を試行錯誤しながら表す。 

１１ 色や形、文字のバランスを考えな 
がら仕上げる。 

・人に分かりやすく全体の色と形が自分
が決めた１７の目標の一つの内容を
表す。 

１２ 作品を紹介する為にタブレット 
パソコンに入力する。 

・Teamsの「パワーポイント」に作品と 
作品の紹介文を入力する。 

タブレットパソコ
ンの Teamsで「パワ
ーポイント」使用 

１３ 印刷をする。色や形を最終確認す
る。 

・試し印刷をする。 
・画面で見る色と印刷の色合いに違いが
でるため、印刷したものの色調を確認
し、自分らしい色や形で表す。 

 

プリンター使用 

１４ 
本時 

各作品が SDGsとどのように関連 
し、作品のよさや理由を考え、鑑 
賞する。 
 

・Teamsの「パワーポイント」で、互いの
作品を鑑賞し、各作品がどのように
SDGsと関連しているか、そのデザイン
がなぜいいと思うのかをコメントで
記入する。 

・今回の学習について、まとめをする。 

印刷した児童作品 
タブレットパソコ
ンの Teamsで「パワ
ーポイント」使用 
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8. 本時の展開（概略） 
本時のねらい：様々な取り組みをしてきた中で、SDGsのオリジナルロゴを自分らしい色と形で表す。 
また、友だちの作品を鑑賞することで、自他の作品のよさを認める。さらに、SDGsの学習前と後での関

心や意識の変化を確認する。 
過程・

時間 
教師の働きかけ・発問および学習活動 

 
指導上の留意点 
（支援） 

資料（教材） 

導入 
(８分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開１ 
(10分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開２ 
(15分) 
 
 
 
 

１．学習内容を確認する。 
「皆さんが作成したオリジナルロゴを鑑賞し

ます。」「黒板にも掲示していますが、Teams

の画面でも鑑賞できます。」 
 
（１） コメント機能の使い方を説明する。 
「Teamsの「コメント機能を使います。」 
（２） 着目点を紹介する。 
１．SDGsの目標の内容とどのように関連し

ているか。 
２．そのオリジナルロゴがなぜ良いか。 
３．感想等 
「お友だちの作品を見てコメントを記入して

ください。」 
 
 
２．コメントを記入する。 
「時間があればたくさんの作品を見て書いて

ください。コメント以外にも、グッドマー

クなどをつけてもよいです。」 
・マイクロプラスティックを食べた魚をその

色の魚で描かれていて分かりやすい。 
・環境問題は、私たち人間の生活に戻ってく

ることが伝わってきた。 
・水の大切さが表せています。 
「よいコメントが書けていますね。もらって

嬉しいコメントは良いですね。」 
 
３．コメントを確認する。 
（１）「それでは、記入するのはここまでです。

皆さん自分やお友だち作品へのコメントを

確認してください。」 
（２）「まずは、自分の作品で記入されたコメ

ントにどんなものがあって、どう感じまし

タブレットパソコン

で児童一人一人が作

品を Teamsに表示で

きているか確認をす

る。 
具体的に記入し、コ

メント機能の紹介を

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
タブレットパソコン

の操作などの支援を

行う。 
 
ポジティブなコメン

トの記入を促す。 
 
コメントの内容で今

回の SDGs に即した

内容の記入している

児童名と簡単なメモ

をとる。 
 
（確認している時間

を待つ。） 
 
児童が発表するコメ

ントに対して認めた

児童作品 
タブレットパソコン 
Teams「パワーポイン

ト」の活用 
 
電子黒板で紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子黒板で画面を掲

示する。 
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まとめ 
(10分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
片付け 
(２分) 

たか。」 
・海の生き物が困っている様子が上手く描い

ている。 
・水の大切さが分かりやすく描けていた。 
・環境問題は、海の中だけではないことを感

じた。 
（３）いくつかピックアップしたコメントの中

から SDGsとの関連性を取り上げる。 
「○さんの木の環境問題の絵が都会の街の

木になっていて山や森だけではなく、身近

な地域も含まれることが分かりやすく描か

れています。」 
「確かに、身近な景色は SDGsを身近に意識す

る感じがしますね。」 
・児童の関心が高い環境について 
４．SDGs学習のまとめをする。 
（１）自分ができること 
「それでは、9 月から SDGs について調べた

り、講師の先生を迎えてお話やアート作品

づくりなども行いましたが、始める前と今

では何か考えに変化があったり、思うこと

はありますか。」 
・コンビニでわりばしをもらわないように

する。 
・これからは、給食を残さないように、先

ににがてなものは減らすとかしたい。 
・SDGsの目標は、どれもが大切だと知った。 
「自分の行動が身近な環境や生き物、世界の

国の人々などにも影響していることにな

りますね、ぜひ自分の生活にも生かしてい

きたいですね。」 
（２）SDGsについて発信する。 
「１月にある校内展覧会でも皆さんがつくっ

たロゴをステッカーにして、見に来た人に

お渡しするので、お家の方や他の学年の子

にも伝えていきたいですね。」 
 
「時間となりましたので、タブレット、タッチ

ペンを片付けます。」 

り、共感しながらす

すめる。 
 
環境のどういった場

面に関心をもったか

を発表させる。 
 
 
 
 
 
 
児童が自分事として

とらえるようにす

る。 
 
SDGs の学習の前と

後での変容を発表さ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の学習から展覧

会での発表を再確認

する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷したロゴステッ

カーの例 
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9．評価規準に基づく本時の評価（評価方法） 
・オリジナルロゴ制作に児童が選んだ１７の目標を意識しつつ、自分らしい色と形で表しているか。（表

現：作品） 
・お友だちの作品を鑑賞することで、互いの作品のよさを認める。また、SDGsの学習前と後での関心や

意識の変化を確認する。（鑑賞：発表・Teamsのパワーポイントに記入したコメントデータ） 
10. 学習方法および外部との連携 
学習方法 
外部講師の方からのいくつかのお話やアートを通した体験学習を通して、SDGs を具体的にお話の中か

ら知ったり、自ら表現することで、自分の身近な問題ととらえ、1月に行われる校内展覧会では、制作
した作品を通して、身近の人々にも発信する。 
・イピルイピルの会 子供絵画入賞作品「平和の願いを世界へ」fromボスニア・ヘレツェゴビナ展 
１） ３つの民族間の紛争と平和への願いについてお話を聞き、遠い国の話ではあるが、平和の大切

さや人や国の不平等などについて考えるきっかけとする。（１７の目標の中でも子供たちが具体

的に考えにくい内容を知る。） 
２） 絵画展の展示を鑑賞することで、遠い国ではあるが、子供たちの絵には、自分と同じように夢

や希望があることを知る。 
・JICA地球ひろば 地球案内人の方々 
１） アフリカ（ケニア）の環境問題、アジア（東ティモール）の食事や栄養などのお話を聞き、SDGs

は、世界規模で考えなくてはならないことを知り、身近に取り組めることを考えるきっかけとす

る。 
２） 質問をメールで行い、写真や動画の紹介などの回答をもらい、関心を高める。 
・あおもり JOMON GYOMOプロジェクト「縄文漁網を編むー食物繊維を素材とした漁網制作―」 
 東京藝術大学美術学部 美術教育研究室 染織研究室 
１） アートを通して、SDGs との関わりを実践している方のお話を聞き、自分の意識や表現を考え

る。 
２） １万年以上続いた縄文時代の SDGs的な文化に触れ、体験する。 
・SDGs目標オリジナルロゴづくり（図画工作科の学習） 
１） SDGsの１７の目標の中から自分なりに課題を決め、目標ロゴを制作する。 
２） 互いの作品を鑑賞し、SDGsについて学んだことをまとめる。 

11. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み 
・ボスニア・ヘレツェゴビナの児童絵画を校内に展示し、図画工作の授業の中で、４～６年の児童は、

鑑賞することを通して、「１６ 平和と公正をすべての人に」や「１０ 人や国の不平等をなくそう」

に触れる。 
・3年に１回の校内展覧会でアートから発信する SDGsを意識した展示を行い、児童、園児、保護者など

に鑑賞を通して SDGsの意識付けを発信する。（子供学芸員の目印メダルを胸につけて使用し、作品の

解説を行う、また、6年児童が制作した漁網、それをプリントした袋の展示や SDGs目標オリジナルロ

ゴステッカーを鑑賞者が持ち帰る等） 
・あおもり県立美術館での漁網展示の一部に現 6年児童の制作した漁網も展示予定（２０２２年） 
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【自己評価】 

12. 苦労した点 
 

・３つの内容から SDGsに結びつけていく学習内容の為、制作時間に個人差が大き

く出てしまい、次の講師の方の予定が決まっていることで、十分に一つ一つのまと

めをする時間が取れないことがあった。図画工作科の学習では、制作時間と話し合

いする時間の兼ね合いをよく吟味しつつ進める必要があった。 
・2か月位に渡っての授業計画だったので、外部講師の方々の日程が決まっていた
り、他の教科との兼ね合いで、校内の時間割の変更が難しい為、月曜の組と水曜の

組では、授業の流れが一部順序を変えて行う事となった。コロナ禍もあり学習期間

も長かったので、変更などが起きやすかった、児童のモチベーションを維持する為

にもゆとりをもって行えればよかった。 
・学校内の ICT機器の５年ぶりのリプレイスの時期と重なり、使用機器がしばらく

安定して使用できなかったり、使用アプリも新しいアプリの使用を探る時間が必要

となり、指導計画で具体的に使用するアプリを決める迄に時間を要した。 
13. 改善点 ・話合いの時間をもう少しとれれば、内容もより深まったと思う。東京都の場合は、

図画工作科は専科であるので、授業を教科内で納めるには予定の変更が難しかっ

た。しかし、各担任と総合的な学習と組み合わせて行えば話合いなどの時間をしっ

かり確保できた。その反面、どちらの時間も参加すると学級数が多い場合は教師の

時間確保が難しく、各学級の担任との打ち合わせをする時間も増えてくるであろ

う。もし、学級担任として行った場合、時間の変更なども容易にできたであろう。 
・３つの取り組みを行ったが、どれか 1 つだけに絞って行うと時間的に余裕もで
き、内容をより深めることができたと思う。 
・紙や黒板に記入する場合に比べて、全体での発表形式の場合、意見が少なかった。

隣の児童との相談等をしての発表も含めたらよかった。 
14. 成果が出た点 ・SDGs について調べ学習などから入るのではなく、講師の方のお話や作品制作を

通して学習に取り組んだ。この体験をから、国の違いによって平和、健康、給料、

環境等が違うことも具体的に知り、何かできることを考えたり、縄文の漁網づくり

では、苧麻（チョマ）から糸をより、網を編む等、１からつくり出す活動は昔の人々

の英知を知ったり、どのように苦労していたかを実際と同じように時間を費やす中

で、縄文時代の人々の英知や SDGsな暮らしについて考えることとなった。それは、

児童の感想の中にも表れていた。 
・巷では SDGsが騒がれてはいるが、児童は何となく分かっていた程度だったが、

それが何であり、持続可能にする為にはどういったことができるか考えるようにな

った。校内の展覧会では、児童の考えたオリジナルロゴのステッカーを紹介し、来

校している鑑賞者にお好きなものを持ち帰って頂くことで、各家庭でも SDGs意識

してもらうことを 6年児童から発信する機会となった。 
・他学年の展覧会作品の表示にも、作品制作にあたって１７の目標を意識して、6
年児童がつくったロゴをつけた。また、縄文漁網やその網を写した袋等も展覧会で

展示することで、学習してきた成果を発表できた。 
・ボスニアヘルツェゴビナの工芸品（薬莢からできている）を意識し、空き缶から

「子供学芸員のメダル」づくりをし、展覧会時に胸につけて、作品の説明をした。 
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15. 学びの軌跡
（児童生徒の反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

SSDDGGssににつついいてて学学習習をを始始めめたた頃頃（（※※全全体体のの意意見見もも少少ななかかっったた。。）） 
・「児童集会のクイズで紹介されていた。」 
・「給食の残飯について栄養士さんから教わった。」 
・「ゴミ問題」 
・「校内に SSDDGGss１７の目標のロゴが貼ってある。」 
SSDDGGssににつついいてて学学習習ののままととめめ後後（（※※一一人人一一つつのの感感想想やや意意見見、、内内容容もも濃濃くくななっったた。。）） 
・「戦争をしていたボスニア・ヘレツェゴビナについての話を聞いて、今平和な日

本に感謝しようと想ったと同時にボスニア・ヘレツェゴビナの人たちになにができ

るか考えてみようと思いました。」 
・「（日本からボスニア・ヘレツェゴビナ植樹している）桜が平和につながると知っ

ておどろき、さらに桜が好きになりました。」 
・「平和の大切さが知れた。」 
・「（東ティモールやケニアの話から）日本と違うところがたくさんあってびっくり

した。」 
・「自分が健康でいられることが奇跡だと思いました。」 
・「大人になったら栄養不足の子供達のために募金活動に参加したいと思った。」 
・「（ケニアの国立公園」レンジャーの仕事は大変なのに、給料が日本に比べて、安

かったので、日本は裕福だと改めて思いました。」 
・「ただの植物から漁網や今身につけている服までできると知り、縄文人は自然の

恵みを大切にし使い切っても、また循環させていると知り、縄文人の自然への思い

を感じるとともの、その姿勢は現在も受け継がれていると知り、人間の自然を敬う

気持ちはすごいなと思った。」 
・「実際に縄文漁網をつくってみて、少し難しかったけれど縄文人が知恵をつかっ

ているすごさを知れてすごく昔のことなのにすごいと思った。」 
・「昔の人がどんな工夫をしていたかわかったし、縄文の人のイメージが変わって、

すごいなと思った。」 
・「縄文時代の人々は、今と違ってみんなで協力してものをつくっていたと知り、

今の人間は孤独だなと思いました。」 
・「昔の人の方が今より平和でいいなと思った。」 
・「いつも消費者の立場だったので、漁網をつくってみて、SDGsを考えることがで

きました。」 
・「つくる責任、つかう責任を知った。」 
・「今は、プラスティックゴミなどが増えてるから、水でとける植物のようなもの

がプラスチックなどのかわりになればすごいと思った。」 
・「ひとり一人の心がけによって将来のためにつながることを改めて感じました。」 
・「SDGsについてたくさん知ることができたので、将来役に立てるようにこれから

の生活に生かしたい！」 
 
※※一一人人一一人人のの意意見見ででははああるるがが、、３３つつのの体体験験かからら得得たたここととでで、、今今回回のの目目標標ととししたた意意見見

へへととつつななげげらられれたた。。  
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16. 授業者による
自由記述 

本年度は校内展覧会があり、最終的に児童が SDGsの取り組みを発表する機会が

あることを前提に、図画工作科でも SDGsの授業ができるのではないかと思い取り

組んでみた。 
また、夏に行っていた東京藝術大学の SDGsの展覧会からアートを通した SDGsへ

の取り組みは様々で「SDGs の１７の目標にアートがない。→アートは全てに関与

している。」ことが今回の授業内容を始めるきっかけとなった。 
学習を進める上で JICA地球ひろばの地球案内人の方々をはじめ、東京藝術大学

の美術教育研究室の方々やボスニアヘルツェゴビナを支援している NGO の方々の

ご協力で、児童にそれぞれ体験や作品制作を通して、SDGsについて考えさせた。子

供たちの意見や感想の中に、今回の授業 SDGsのねらいが表れていたのがよかった。 
３つの内容には、３つの制作が伴うため学習内容も時間も多くかけた。しかし、

作品の完成が早い遅いの個人差もでて時間のやりくりに苦労した。図画工作科とい

うことで、元々話合いの時間の確保は厳しい上に、時間配分もなかなか計画通りに

はいかなかった。 
ただ、SDGsは分野を問わず、切り口はどこからでも取り組める学習内容であり、

今年度は、学校行事展覧会に絡めるような大きな学習であったが、1つの取り組み
にしぼって行っても学習は深めていく事ができると思った。今回の授業をきっかけ

に、新たなる図画工作科から発信する SDGsの教材研究を今後も進めていきたい。 
 
参考資料： 
資料 
・「共につくる私たちの未来」JICA地球ひろば 
・「世界の水問題」JICA地球ひろば 
・「いのち、輝け！」JICA地球ひろば 
・「学校に行けない世界の子どもたち」JICA地球ひろば 
・「世界の資料」JICA地球ひろば 
・「砂漠化する惑星」JICA地球ひろば 
・「学校に行きたい」JICA地球ひろば 
・「私たちが目指す世界」公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 
 
参考 
・「SDGs×ARTs」展 十七の的には芸術がある（東京藝術大学美術館） 
 
協力 
・子供絵画入賞作品「平和の願いを世界へ」fromボスニア・ヘレツェゴビナ展 
 イピルイピルの会の方々 
・JICA地球ひろば 地球案内人の方々 
・あおもり JOMON GYOMOプロジェクト「縄文漁網を編むー食物繊維を素材とした漁網制作―」 
 青森県環境生活部県民生活文化課 
東京藝術大学 美術学部 美術教育研究室・工芸科染織研究室 
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